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五
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!
地
形
図

豊
橋
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蒲
郡
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伊

良
湖
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､
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原
､
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二
十
苗
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一
地
形
園

豊
橋
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地

質
調
査
所
二
十
試
分

7
地
質
岡

豊
橋
.

九
州
博
多
轡
に
於
け
る
海
の
中
道
宇
島
ど
p
東
海
道

三
河
潤
に
於
け
る
渥
実
年
島
E
は
東
西
の
好
対
照
で
あ

る
｡
是
に
似
た
も
の
を
中
組
に
求
れ
ば
出
雷
の
宍
道
半

島
で
あ
る
が
是
は
少
し
-
適
を
選
に
し
て
屠
る
｡

｢

海
岸
の
地
形

牛
島
の
骨
鷹
は
散
文
古
生
厨
の

誉

有
で
.
是
を
被
覆
す
る
は
第
四
紀
の
砂
､
砂
利
'
粘

土
の
如
き
軟
質
疎
紫
の
も
の
で
あ
る
P
彼
て
古
生
暦
よ

う
成
れ
る
涯
岸
は
轡

蛸
を
属
し
､
山
は
奇
岩
突
先
た
る

も
の
が
あ
る
が
､
第
四
紀
層
地
域
は
'
低
い
基
地
又
は

山
間
の
底

車
地
を
虜
し
て
屠
る
､
太
平
洋
海
岸
は
､
古

座
瀞
の
走
向
に
殆
ん
}P,J
中
村
誓
ヱ

碇
銀
を
肇
し
､
常

雄
厨
の
螺
茂
の
下
に
､
麗
々
雛
小
な
る
第
四
紀
層
の
低

地
が
介
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
､
三
河
潜
に
而
せ
る
内

側
は
二
相
江
唐
'
田
原
唐
の
如
き
醤
人
が
あ
,J/

麿
口

に
は
潮
流
や
風
浪
の
渇
に
生
じ
た
砂
洲
が
長
-
東
西
に

突
出
し
て
居
る
P
両
江
潜
で
は
'
西
方
丑
馬
岬
よ
-
末

々
南
に
殆
ん
で
庶
線
状
に
長

い
砂
洲
が
あ

-
.
東
方
は

伊
川
津
の
北
か
ら
､
鎗
ケ
崎
が
釣
状
を
為

し
て
.
前
記

の
砂
洲
ビ
舶
射
し
て
間
口
脊
振
し
て
屠
る
､
田
原
幣
で

は
汲
粥
か
ら
末

々
北
に
大
洲
崎
の
長
洲
が
費
蓮
し
て
層

で
､
機
内
に
是
に
平
行
の
砂
洲
が
数
機
構
は
-
て
居
る

是
等
の
砂
洲
が
費
連
す
る
ほ
ざ
漂
砂
の
推
積
が
盛
で
あ

I....い
1

る
か
ら
､
内
海
沿
岸
は
'
白
谷
や
仁
崎
に
於
け
る
加
-

官
費
潜
丘
耳
の
毎
に
逼
れ
る
鬼
の
外
は
土
地
の
傾
斜
頗

る
躍
握
で
､
低
地
'
基
地
が
腐
-
登
屈
し
て
居
て
'
外

洋
に
商
す
る
側
･/J
は
'
著
し
-
地
形
を
異

に
し

て
屠

る
0半

島
の
基
部
に
於
け
る
豊
川
の
湛
域
は
奈
良
､
単
安

帥
よ
-
鎌
倉
時
代
ま
で
細
長
-
入
江
で
あ
わ
,t
的
原
町



I

の
塞
腐
汐
川
-
亦
著
は
轡
-;
せ
る
洗
さ
r<
江
で
あ
っ
た

相
原
城
に
巴
城
の
L弔
hCqIJ附
し
た
の
は
是
が
翁

め
で
あ

る
〇二

､
海
岸
の
艶
遭

撤
言

す
れ
ば
太
平
洋
渥
岸
は
放

浪
の
虜
に
崩
壊
減
退
し
.
内
海
岸
は
砂
洲
の
堆
精
の
虜

め
に
増
進
の
傾
向
が
あ
る
'
海
間
に
よ
れ
ば
､
十
尋
の

等
洗
練
は
太
平
洋
岸
の
絶
壁
よ
-
よ
ほ
ど
離
れ
た
鷹
に

め
-
て
側
壁
庇
下
の
狭
小
誓

Q
低
地
の
他
に
水
底
に
捜

査

せ

る
一
帯

の

浅
瀬

が

あ

っ

て

.
或
る
時

期
に
於
け

る

地
盤
の
沈
降
空

小
し
て
屠
る
､

加
之
平
島
の
基
部
高
巣

材
大
字
巣
南
に
は
畔
田
屋
敷
だ
い
ふ
南
北
朝
か
ら
室
町

時
代
の
城
蝕
が
あ
る
が
､
北
部
に

濠
の
丑
が
あ
っ
て
南

側
は
高
さ
七
八
十
尺
の
絶
壁
を
濁
し
て
海
に
臨
で
層
る

菅
櫛
比
は
城
南

の
平
地
に
佳
屈
し
て
層
化
が
.
海
岸
崩

壊

の

兼

に

次

第

に

姦

地

の

方

に

移
任
し
た
形
跡
が
あ
る

来
観
世
辞
事
の
陳
札
に
城
下
ビ
い
ふ
の
夜

'
此
城
南
の

平
地
を
指
し
た
も
の
ら
し
い
.
叉
寧
島
内
に
於
け
る
膏

墳
分
布
の
状
況
よ
-
考
ふ
る
に
､
伊
良
湖
岬
の
附
鑑
の

外
は
p
外
洋
に
両
し
た
方
面
に
は
'
遺
跡
ビ
し
て
観
る

べ
き
も
の
が
な
い
'
多
少
こ
の
方
両
に
も
山
麓
に
低
地

地
糾
教
材
1}
し
て
の
地
形
陶

が
あ
る
以
上
'
七
H雑
食
蝕
州住
民
が
無
か
つ
t
J山神
で
も
あ

る
ま
い
が
､
放
浪
に
浸
蝕
せ
ら
れ
て
雅
-
飼
っ
た
の
で

あ
ら
-
'
伊
良
湖
岬
村
大
字
和
地
の
海
岸
斜
南
に
在
る

二
個
所
の
貝
塚
は
､
車
に
こ
の
破
塊
を
免
れ
た
も
の
で

あ
ら
う
｡

三
.
取
落
の
竪
連

年
島
内
で
石
界
時
代
の
遺
跡
の

存
す
る
は
'
涌
江
督

/̂J
田
原
潤
の
沿
岸
が
4
な
る
も
の

で
､
太
牛
津
岸
に
は
'
伊
良
湖
岬
相
に
少
し
-
春
す
る

だ
け
で
あ
る
'
是
は
内
海
に
固
す
る
側
の
方
が
風
浪
描

か
で
'
食
物
も
得
易
-
､
生
活
が
生
で
あ
っ
L
J
か
ら
.

自
然
石
器
時
代
に
は
ま
ビ
し
て
内
海
の
沿
岸
に
取
落
が

聴
達
し
た
ら
し
い
.
7品

先
住
民
族
は
緩
斜
面
を
以
て

海
に
臨
め
る
形
勝
の
毒
地
に
層
任
し
純
紋
武
士
琴

曾
作

っ
た
も
の
で
､
其
遺
跡
た
る
貝
塚
の
多
い
こ
ビ
金
閣
に

著
名
で
'
改
し
き
竪
穴
も
滴
江
町
大
字
操
業
に
聴
見
せ

ら
れ
数
多
.の
人
骨
や
'
有
髭
土
偶
を
さ
へ
出
し
て
畢
鼎

を
驚
か
し
た
.
次
に
弼
生
式
土
器
は
牢
島
の
両
端
而
江

町
字
中
山
か
ら
.
東
北
隅
傘
呂
膏
田
村
ま
で
'
遵
薦
的

に
藤
見
せ
ら
れ
'
原
始
日
本
民
族
は
渥
美
轡
沿
岸

一
帯

に
任
属
し
た
も
の
ら
し
い
'
又
竿
島
の
中
央
部
紳
戸
村

天
三

五
五



地

球

呑

ノ
ロ
∴

西
部
泉
柑
(村
松
｢

伊
良
湖
岬
村
(和
地
)

よ
り
銅
僻
を
出
し
､
保
業
､
羽
根
､
英
の
潰
､
大
本
の

各
月
塚
よ
-
軸
組
を
出
し
た
･
斯
-
狭

い
範
囲
か

･｡浦

に
銅
器
が
出
土
す

る
の
は
､
頗
る

注
意
す

べ
き
事
で
,

竿

島

の
孟

堂

府

中

に

は

銅

瑚

脈

が
あ

-
､
現
に
泉
柑
p

野

山
村
の
山
中
で
は
昔
時
の
据
殊
の
跡
が
あ
る
r=

有
史
時
代
に
八
㌔

古
墳
の
苧

･,
多

い
の
は
･
竿
島

の

閣

端

福

江

町

､
伊
良
湖
岬
柑

亡
.
東
野

両

町
･fJ
で

ぁ
っ
て
.
田
原
潜
の
沿
岸
傘
登

呂

柑二
m杓師
柑
･
老

津
柑
扇

原
町
に
も
散
在
し
て
屠
る
､是
等
の
古
墳
か
ら

常
時
文
化
の
優
越
空

か
す
'
太
刀
､
馬
具
等
の
逸
品
が

縛

々
奪
見
せ
ら
れ
た
.
常
時
は
農
薬
も
漸

-
進
み

河
岸

や

山

麓

の
草
地
が
開
拓
せ
ら
れ
基
底

に
貌

蕗

が
教

達

し

だ
様
で
あ
る
､
エ
琴

亡
し
て
は
窯
業
が
登
逢
し
た
ビ
克

ぇ
､
窯
丑
が
麗

々
に
苑
春
し
て
慮
る
､
其
中
相
原
糖
の

南
岸
杉
山
柑
大
望

ハ
連
な
る
何
々
窯
地
は
､
奈
良
朝
時

代
盟

北
仝
な
る
窯
丑
で
あ
る
.
此
窯

業
は

其
原
料
た

る
陶
土
.JVJ
燃
料

4,,J
聯
蓮
の
利
便
の
凋
め
､
奉
安
朝

に
至

で
髭
も
隆
盛
を
極
め
た
ら
し
-
.
西
は
伊
良
湖
岬
の
尖

帝
か
ら
､
兼
備

二
川
町
二
内
陣
相

に
至

る
ま
で
-
竿
島

節
三
番

節
三
雄

天

四

五

六

の
中
央
を
東
国
に
走
る
丘
陵
車

に
､
築
地
が
澄
百
ど
な

-
翫

就

し

て

屠

る
.
平

安

朝

よ
-

鎌
倉

時
代

に

か

け

､

寵
の
製
造
が
頗
ろ
盛
で
あ

っ
た
ら
し
-
､
伊
良
湖
岬
相

手
尭
場
及
び
字
洗
山
よ
-
藤

見
せ
ら
れ
た
克
片
に
は
､

兼
大
等
大
棚
殿
晃
の
.文
字
が
記
さ
れ
て
あ
っ
て
､
鎌
倉

時
代
の
.初

に
覇
裁
せ
ら
れ
た
奈
良
栗
太
等
の
元

は
､
渥

美

隼

島

で

焼

た

ち
の

ご

恩
は
る
,
､
又
近
年
伊
勢
観
宇

治
山
肘
天
神
山
か
ら
数
多
据

ri,
増
し
化
粧
嘉
に
は
,
求

姿
四
年
三
州
渥
美
耶
伊
良
湖
郷
に
て
造
る
ど
い
ふ
文
字

の
讃
ま
る
､
も
の
が
あ
っ
て
p
常
時
の
扱
術
ビ
彼
此
交

通
の

一
端
を

不
し
て
居
る
O

四
､
交
･y

文
化

速
-
石
器
時
代
の
姦

通
は
不
明

を
免
れ
ね
が
'
石
倣
石
器
中

に
半
島
に
凍
出
せ
ざ
る
水

晶
や
黒
曜
石
等
が
あ
る
の
を
観
れ
ば
.
既
に
他
地
方
一ど

の
交
通
が
あ
つ
た
に
違
な
い
､
恐
-
は
水
路
に
よ
皇

7

河
の
関
都
や
'
伊
勢
尾
張
姦

多
)
ビ
交
通
し
た
も
の
で

ぁ
ら
う
'
原
始
日
本
民
族
は
､
大
和
､
紀
伊
方
南
よ
-

海
上
を
黒
潮
に
乗
じ
で
下
草
島
の
西
端
よ
-
漸
次
東
方

に
占
属
し
た
ら
し
-
､
弼
生
式
土
器
や
銅
器
出
土
地
の

分
布
上
ー
大
和
か
-
十
津
川
を
樽
は
つ
で
紀
州
の
甫
渥



山岸
に
仙
叫
で
LJ
-
､
大
山東
ケ
原
か
久
ノー
脚伐
各
日を
惰
っ
て
多

東
川
に
治
ひ
伊
勢
布
にこ
出
i
J'形
跡
が
あ
る
､
伊
勢
.,｣
渥

笑
半
島
･,J
は
内
梅
を
距
で
～
舶
対
し
て
層

-
.
陸
路
交

通
未
開
の
時
代
に
は
.
海
岸
飴
を
辿
る
か
海
路
に
依
る

他
は
無

い
が
.
内
海
は
沈
静
か
で
あ
る
か
ら
'
海
を
横

断
し
て
交
通
す
る
の
が
最
も
簡
易
で
あ
っ
て
､
上
古
以

来
伊
勢
･,｣
渥
美
牛
島
ど
の
海
上
交
通
は
頗
る
頻
繁
で
あ

っ
た
に
違
無

い
'
死
で
大
和
明
の
文
化
は
'
伊
勢
方
面

よ
-
先
づ
此
の
平
島
に
汲
及
し
､
牛
島
は
附
近
の
内
陸

地
カ
に
比
し
.
格
段
に
優
越
し
た
文
化
を
有
し
だ
の
は

潜
熱
で
あ
る
0

大
化
二
年
曜
樽
の
法
を
設
け
ら
れ
､
大
栗
制
令
以
後

陸
路
の
交
通
は
両
目
を

1
新
し
た
が
.
偶
隼
島
.fJ
伊
勢

問
の
海
路
の
交
通
は
依
然
雁
で
あ
っ
て
.
伊
良
湖
崎
よ

-
阿
濃
津

に
渡
-
.
鈴

鹿
を
越
え
て
都
に
入
た
ら
し
い

楽
海
道
は
奈
良
朝
時
代
に
於
で
､

既
に
蟹
飯
邦
の
渡
津

よ
-
渡
船
で
p
豊
川
の
入
江
を
牟
昏
附
淀
に
越
し
た
営

造

･,J
P
豊
川
町
有
宿
の
附
淀
か
ら
飽
海
附
鑑
を
通
過
す

る
新
造
ビ
所
謂
二
見
渡
が
あ
つ
た
も
･S
lで
.
海
路
伊
勢

よ
-
伊
良
湖
岬
に
凍
る
交
通
は
､
半
島
に
治
ふ
て
太
平

地
政
教
材
そ
し
て
G
L地
形
尉

津
山伴
を
縦
走
せ
る
街
道
に
よ
っ
た
-
の
ら
し
い
､
遺
跡

や
樽
説
又
は
詠
歌
等
に
よ
る
に
ー
行
基
や
両
村
は
-
何

れ
も
伊
勢
よ
-
渡
海
し
半
島
を
絹
布
し
て
居
る
様
で
あ

ち
.
鎌
倉
時
代
以
後
南
北
朝
ま
で
問
舶
常

に
往
雑
著
が

あ
っ
化
が
東
面
進
の
交
通
が
頻
繁
･!J
兼
る
に
従
ひ
'
渥

美
半
島
を
縦
異
す
る
伊
勢
術
迫
の
交
通
は
次
第
に
衰
微

し
､
沿
道
に
於
け
る
窯
業

のt如
き
産
業
も
漸
′
-
哀

へ
た

加
之
此
術
道
の
変
通
に

?
大
打
撃
か
典

へ
た
り
は
.
貿

永
周
年
の
大
震
災
で
あ
る
.
此
震
英
の
翁
に
.
太
平
洋

沿
岸
の
村
落
は
大
軍
流
失
し
､
従
来

の
稗
進
は
大
破
塊

を
璃
し
.
到
底
修
復
不
可
能

の
状
態
に

叫
鼻
し
た
か
ら

内
海
酒
庫
を
僅
ふ
現
今
の
通

路
ピ
濁
っ
た
の
で
あ
る
｡

術
中
着
以
雑
伊
勢
よ
-
伊
良
湖
に
上
陸
せ
ず
し
て
.
内

海
沿
岸
を
富
田
(豊
橋
)
に
渡
る
海
路
交
通
が
あ
る
､
現

tt苛
旦
職
江
.
田
原
を
経
由
す
る
p
汽
船
は
こ
の
海
路
を

探
-
て
命
呂
に
航
通
し
て
屠
る
｡

五
､
要
結

之
を
要
す
る
に
渥
美
牛
島
は
､
交
通
上

東
海
の
要
路
に
横
は
れ
る
縦
隼
島
で
'
伊
瓦
宇
島
や
三

浦
宇
島
の
如
き
横
半
島
'/J
は
人
文
土
の
意
義
や
､
交
通

上
の
僧
侶
に
於
で
大
に
異
る
も
の
が
あ
る
.
縦
隼
島
は

blL(
拡

五
億



地

球

往
古
よ
-
海
陸
交
通
の
癖

に
潜
っ
て
層
る
褒
め
に
.

居

住
者
も
附
近
の
他
の
地
方
よ
-
早
-
蕃
推
し
'
凌
通
の

頻
繁
な
る
薦
め
.
文
化
も
進
に
優
越
の
地
歩
を
占
め
p

農
､
工
'
簡
'
漁
等
の
各
種
の
廃
業
も
亦
他
の
地
方
に

発
ち
て
著
し
-
勝
連
緊
兜
L
LJ
る
事
績
が
認
め
ら
れ
'

他
の
内
陸
地
方
や
就
中
同

二
<;
海
中
の
積
年
島
た
る
知

多

ÎJ
は
大
に
趣
を
異

に
せ
る
の
は
.
人
文
開
聴
史
上
頗

る
耐
白
き
現
象
で
あ

る
9
而
し
て
時
代
の
-進
歩
･.yJ
共
に

陸
上
の
交
通
が
利
便
を
卸
ふ
る
に
従
で
､
海
だ
陸
ビ
を

兼
ね
LJ
る
半
島
縦
貫
の
交
通
は
漸
堅
及
返
し
､
エ
商
等

の
産
業
も
亦
衰
微
し
て
.
今

や
内
陸
中
原
地
方
に
到
底

及
ぼ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
.
中
原
に
蓮
萌
せ
る
横
宇
島
た

る
知
多
の
後
に
瞳
著
た
る
を
免
れ
ざ
る
は
'
亦
是
地
形

の
然
ら
し
む
る
影
響
ビ
は
云
へ
p
異
に
今
昔
の
戚
に
堪

へ
な
い
輝
で
あ
る
｡
嘉
川
)

節
三
谷

第
三
紙

天

網

五
<

○
西
村
教
授
の
計

東
京
女
子
高

年
肺
花
斑
紋
数
枚
田
村
約
番
氏
は
二
月
十
三
日

卒
去
ruれ
ii｡

阿
武
_i
明
治
三
十
七
年
光
大
地
貿
在
韓
黙
さ
れ

征
に
鵬
鼻
血
師
に
批
任
さ
れ
て
数
年
地
別
及
地
質
な
拾
任
さ
れ

L
i､
其
筏
現
職
に
捲
ら
れ
輔
ら
弛
跳
ね
噴
持
た
れ
て
永
-
覇
陶

に
従
代
れ
ii
｡
其
間
地
既
約
恋
仲
や
胤
:･智
院
に
純
な
紙
ね
ら
れ

L
i
こ
1)
も
み
ろ
O
地
灘
相
識
に
.irJ.
地
現
数
蛇
に
関
す
る
論
文
ね

稀
せ
ら
れ
i･i
こ
1Jが
少
-
な
-
弛
放
り

2
脱

化.1
路
だ
務
め
ら

れ
ilt.
牝
が
地
球
韓
脚
で
も
同
氏
ら
接
助
船
路
て
地
即
軟
投
_

関
す
る
記
事
松
抱
け
i1
い
荒

仙
つ
て
砕
つ
il
G
tに
J
Jの
絶
淑
な

挙
例
負
私
淑
つ
il
r
'･J
は
=
本
の
抽
選
鼎
寸J
非
-こ
痛
惜
に
域

へ

氾
坪
で
み
ろ
O


